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平成 23 年４月 12 日 

各   位 

会社名       株 式 会 社     原 弘 産 

代表者の役職氏名  代表取締役社長    原   孝 

（コード番号 8894 大証第２部） 

問い合せ先   財務・経営企画グループ シニアマネージャー 樋 口 清 

電話番号        ０８３－２２９－８８９４ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 10 月 12 日付で発表いたしました平成 23 年２月期

通期の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想数値の修正 

平成 23 年２月期通期（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 10,800 165 △175 6,000 407 円 73 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,203 △959 △1,252 6,002 384 円 16 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,597 △1,124 △1,077 2 －

増 減 率            （％） △24.0 － － 0.0 －

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年２月期） 

11,087 △5,876 △6,658 △10,161 △792 円 12 銭

（注）前回予想の１株当たり当期純利益の算出の基礎となる期中平均株式数は、第２四半期累計期間の期中平均

株式数である 14,715,464 株を用いています。 

 

２．個別業績予想数値の修正 

平成 22 年２月期通期（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,500 125 △215 6,120 415 円 89 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,717 △999 △1,315 6,107 390 円 88 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,783 △1,124 △1,100 △13 －

増 減 率            （％） △27.4 － － △0.2 －

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年２月期） 

4,867 △3,994 △4,752 △7,602 △592 円 61 銭
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（注）前回予想の１株当たり当期純利益の算出の基礎となる期中平均株式数は、第２四半期累計期間の期中平均

株式数である 14,715,464 株を用いています。 

 

３．業績予想の修正の理由 

（１）連結 

売上高につきましては、当社及び当社の子会社が計画していたたな卸不動産の売却が進捗せず、

また、債務超過解消を図る目的で大口債権者（(有)ブルーデージー）から残債務（1,475 百万円）

について債権放棄を受けることと引き換えに当社が保有する大阪クリスビル・銀座ビルを当初計

画販売価格 2,495 百万円に対して 1,637 百万円（簿価 2,338 百万円）で販売したこと1から、予想

を下回る見込みとなりました。 

営業利益、経常利益につきましては、上記２物件の売却により売価と簿価の差額である 701 百

万円を売上総損失に計上し、また、期末時点でのたな卸資産の評価により、135 百万円のたな卸資

産評価損を売上原価に計上見込みであること、及び予定していた売上高の確保ができなかったこ

とにより売上総利益の確保が出来ず、それぞれ予想を下回る見込みです。 

一方、当期純利益につきましては、平成 22 年７月 14 日付「特別利益及び特別損失の発生に関す

るお知らせ」、平成 22 年 10 月 12 日付「特別損益の発生に関するお知らせ」、平成 22 年 11 月５日

付「債務免除に関するお知らせ」、平成 23 年１月 14 日付「特別損益の発生に関するお知らせ」、平

成 23 年２月 22 日付「債務免除に関するお知らせ」、平成 23 年２月 25 日付「特別利益の発生に関

するお知らせ」、本日別途開示の「債務免除益及び特別損益の発生に関するお知らせ」のとおり、 

遅延損害金 313 百万円、匿名組合投資損失 273 百万円等を特別損失として 596 百万円を計上する

ものの、債務免除益 3,751 百万円、社債償還益 2,125 百万円、貸倒引当金戻入額 1,787 百万円、

債務保証損失引当金戻入額 191 百万円、受取遅延損害金 148 百万円等を特別利益として 8,005 百

万円を計上見込みであり概ね予想通りとなる見込みです。 

 

（２）個別 

連結業績予想修正の記載とほぼ同様の理由により、個別の業績予想を修正するものです。 

 

以上の結果、当連結会計年度において純資産合計が 622 百万円となる見込みであります。 

  

 

（注）上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 

 

以 上 

                                                  
1 当該取引の詳細については、平成 23 年 2 月 22 日付当社プレスリリース（「債務免除に関するお

知らせ」）をご参照下さい。 


